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`09オ ープン年間総合園勝
…喜びの声と言うよりも…

T W O T O N  佐 藤  明

今年になリレース参加艇が極端に減り、月例レースの参加

l■も10艇 を越えることはまれになってきた。

10年 前なら常時20艇 から25艇 の参加があリレース叢

彰式など盛況であリクラブ行事の位であつ名

そのころは年開蟹勝するには全レース参加はもちろん1

位を2回以上取らないと無理であったと思う。
レース委員長の立場から言↓|こくいがクルーの高撤 ヒ 不

景気などやヨットには不向きな条件ばかり揃ってきた。

またオーナーも節 のためか肉食を控え、草食傾向で

は格が温厚になり闘争さがなくなつてきたのも一因かも知

て
09 1RC年 間総合優勝 喜 びの声

MЮ 'ヽ■  溝 手 博之

IRCク ラス初年度に年間優勝をとれて本当に壕しく思いま
‐
曳 というのは、O距 クラス初年度も良Vキ だつたこともあ

りま曳 まあ、うちはレーティング初年度のどきくさに紛れ

て勝つとかないと後は難しいから。(吉笑)

しかし、初めから狙つてたわけでなく9月に国内と気がつ

いたんで丸 その時点でテームの目標になったとたんに後半

3ヶ月の3ヨ 勝でした やはリスポーツの開較って勢いが大

切ですね、目標と勢いでf la 締

ただ、ファミリーレガッタと淡々レースの待点が大きいこ

とが年間優勝の一因ではありますが、後半3□ 防に免じてご

容赦くださ↓、 ぐ団

さて今年、どんな目標にしようかなぁ.(ぬ コ
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もつと疹劫的

が足りないとかいろいろ意

見があるが、いるいろ工夫

してもこ加以■lgゃすこと

は無理と思う。

年末にレース仲間力準 ま

りいろいろ訣義し意見を言

い合つたが、来年からレー

スの回数を減らしもつと気

MOWEの 溝手オーナー

_‐´
千

十点、ヽ、積ぜ
だったMOWE。 写真は紅

葉レースで強風 うわりの
一‐

  中 を 疾 走 す る MOWE

レースヘの参加率の高いTWO TON。 その努力が年間総合

優臓 こ結びつし立 。写真はあさ力油 レ=ス でのTWO TON

微風レースからから強風

レースまで安定した成績

楽に参加できるレースを考えて見たいと思う。

409デ
ィンギー年間総合囲勝

ディンギー 古 谷 全 邦
「年間唇腕 嬉しく思つておりま丸

ディンギー出可といつてもヨットの基本で丸 クルーザー

のクルーの旬戎にも最適だと思いまえ
ぜひ、ディンギーレースをみなさんの協力で続けて頂き、

少し,辞計封ヒさせたいt)のてするまた気合の入つたセイリン

グをすることによリセイリンカま覚を落ときないようにし

たいで坑

やめるのは簡駄 続けることは大切なことだと思いま丸
的 、今後ともみなさまのご協力をよろしくお願いしま坑

個人的には今年も現役の選手を続けて、国体を日精しま

抗 もう‐花といったところで曳

将来的には出来加ざ自分のヨットを持って、日本司司する
のが夢で曳
これからも一生涯 ヨ ットを楽しみたいと思つていま丸

クルーザーとディン

ギーに精通し、国体
への出場など実績が

1豊富な古谷選手。写
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2009年 ヨットクラブ10大 ニュース
選出委員会 (会長十編集委員)

01/22 ク ラブ′ヽウスのモ、山本事務局長が判損の入院手

術

02/01 レ ースのIRCレ ーティング導入に伴う説明会

05/29 今 午第 1号の外国艇N Z の 「TOKIMA

T AJみ 、`6月 12日 にはホンコンからの 「J

ADEJが 寄港

06/21 ノ クテルカ第213号 から郵送を取り止め、ホ
ームページの間覧方式に変更

07/22 ザ ・ミリオンがトカラ列島の金環食観測に行く

も、荒天のため観測できず
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03/15 第 26回 定期総会で会長の任期を3年限度とす

る会則の改訂

04/01 マ ツーす協会が大阪府主導の連営から、ハーバー

機員組合中心、平同封言氏を理事長とする民首と

なる。

05/17 サ ントビアYCと の初の交流レース、

前夜祭のみでレース中止

10/02 16年 存続したマリンVH「 が終わりを告げ、

国際VHFに よる 「船舶去通通信システムJ力S

スタート
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会長の器の中声に略き
いl

`09ク
リスマスパーティー

リーマンショックで冷え込んだ景気に 追い討ちを力■するよう

な神 の12月 19日  今!午詔 の々クラブイ干  ク リスマス

バーティーが 堺 '一ガコイ十'ホ テルで行4●liた,

夕間が濃さをtlす18Πキ ブ レザーや トレス 和 いに身をとん

だと者男女ボ位々と参実 そ の数86名 ,lfい t会場はキやⅢさに

満ら溢れ、不記剰]t)退散する雰囲気となつた そして会長F)力

強1検 拶、来宮侶介 よ いで岸ロキヤブテンの乾弥の吉コで宴r)

「■開"ヤした=

中央テーラウレによ大皿に 海 の美味が実しく席,付 すられ ま

るダルメ氏もその旨さに思わす |=年 と全為三う|と感嘆′,■を

L十ずていた。_持 によにまり寿司や 飲=■放題のワインコー) 一`

も設'ら れ 胃 袋も力荷足.A資 足りてなんとや〔〕、会場|よ成熟

した人人の雰囲気が原い、流有26年 のに吏を誇るクラブだけけ

',る (陰の■  オ ッサン!ずっかⅢF)クラブやんけ)ぅ

本日の呼びi)の、2人欄式の QU一 Eど すンミンド演表●ふ′し

わかとした所で、各クラスイJレース年間に赫 31~ll上の八賀

をおよびクラブ活動に言蔵のわイコた塩国 岸 可高氏に会長よりま

章状が慎与された よいてお楽し■つ柚装がすヽまり 会 場には悲

菩こ1)どiぅの声, 1`域■■ どうもlrl年一言くとは 持てる人に当 |

たるようで そ れをlTんだ言跡 が、後で出■した酌 F■ 帆ちゃ |

んJに 当と言に無断で才ナどントしてしまう 幕 もう●,た.   |

2本子の平びtサの「コ 車1拘の妖範な取声が会場にとどろき、
力ぶ り付きに人だかりができ、手拍子をとって荏り上がったが、

音のように踊り狂う,tT申■はもまW見 |しなかったt
21時 楽しかつた時間を|どしみなから、H/Hの ジャケット

が人った示い袋をぶに,下げたりしながら 二 ■年 ヽ 知略へと前
つて行つた.(吉 コ調
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